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みんなの生活を守る下水道管
物が詰まると水が流れないんだね
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ッ
プ
５

本
当
の
美
し
さ
を
伝
え
た
い

２
０
２
３
年
度
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス　

ジ
ャ
パ
ン 

フ
ァ
イ
ナ
ル

　
国
際
的
な
大
会
で
あ
る
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
®
出
場
に
向
け
、
日
本

代
表
を
選
出
す
る「
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
® 

ジ
ャ
パ
ン 

フ
ァ
イ
ナ
ル
」。

２
０
２
３
年
の
大
会
に
出
場
し
た
松
本
さ
ん
は
、
４
歳
か
ら
始
め
た
バ
レ

エ
を
生
か
し
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。
華
や
か
な
舞
台
の
裏

に
は
、
数
多
く
の
挫
折
が
あ
っ
た
と
、
時
折
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら

語
っ
た
松
本
さ
ん
。
涙
の
理
由
や
、
こ
れ
か
ら
の
夢
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

バ
レ
エ
と
歩
ん
だ
人
生

― 

バ
レ
エ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

幼
稚
園
の
頃
、
フ
リ
ル
が
付
い

た
レ
オ
タ
ー
ド
を
着
た
友
人
の
お

姉
さ
ん
を
見
て
、「
私
も
着
た

い
！
」と
一
目
惚
れ
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。

― 

バ
レ
エ
の
魅
力
は

　

踊
り
以
外
に
も
、
バ
レ
エ
の
歴

史
や
技
術
を
知
れ
た
り
、
美
し
い

体
を
保
て
た
り
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
バ
レ
エ
の

奥
深
さ
に
の
め
り
込
み
、
舞
台
前

は
１
日
中
練
習
す
る
な
ど
、
バ
レ

エ
漬
け
の
日
々
で
し
た
ね
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
バ
レ
エ
を
続
け
て

い
こ
う
と
心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
な
練
習
で
心
が
折
れ
そ

う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

結
局
は「
バ
レ
エ
が
好
き
」と
い
う

気
持
ち
だ
け
で
、
約
23
年
間
、
舞

台
に
立
ち
続
け
ま
し
た
。

夢
を
見
失
っ
た
そ
の
先
に

― 

ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
®
 ジ
ャ

パ
ン 

フ
ァ
イ
ナ
ル
へ
の
出
場
を

決
め
た
理
由
は

　
ダ
ン
サ
ー
や
指
導
者
と
し
て
の

活
動
を
広
げ
た
く
て
努
力
を
続
け

叶わなくてもいい
全ての経験が自分の色に

春日市出身。休日は父に教わっ
たゴルフをしたり、自らの健康に
配慮した料理を作ったりしている。
普段から心掛けていることは、誰
に対しても丁寧に接すること。

プロフィール

Ⓡ
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市ウェブサイト（K
カ ス ガ

ASUGA D
ド リ ー ム

REAM）　 1004747　　：@kasuga_PR

▲初めての発表会（5歳）

た
バ
レ
エ
で
し
た
が
、
け
が
な
ど

で
、
２
０
２
２
年
に
バ
レ
エ
か
ら

離
れ
る
決
断
を
し
ま
し
た
。
夢
を

見
失
い
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
全
て
否
定
し
、
人
前
に
出

る
の
が
怖
く
な
り
ま
し
た
。

　

で
も
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

と
、
新
た
な
目
標
と
し
て
、
以
前

か
ら
興
味
が
あ
っ
た「
ミ
ス
・
ユ

ニ
バ
ー
ス
® 

ジ
ャ
パ
ン 

フ
ァ
イ

ナ
ル
」で
結
果
を
残
す
と
い
う
目

標
を
立
て
ま
し
た
。

― 

大
会
で
は
ど
の
よ
う
な
審
査
が

　
ド
レ
ス
な
ど
を
着
用
し
た
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
、
ス
ピ
ー
チ
審
査
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
初

め
か
ら
完
璧
で
あ
る
必
要
は
な
く
、

約
半
年
続
く
レ
ッ
ス
ン
で
の
努
力

の
過
程
も
評
価
の
対
象
で
し
た
。

　
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
な
の

で
、
特
に
ス
ピ
ー
チ
は
苦
労
し
ま

し
た
ね
。
周
り
の
人
と
比
べ
て
落

ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

本
を
読
ん
だ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見

た
り
し
て
知
識
を
身
に
付
け
、
簡

潔
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
練
習

を
何
度
も
し
ま
し
た
。

― 

選
ば
れ
た
瞬
間
の
気
持
ち
は

　
「
や
っ
ぱ
り
な
」と
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
た
め
に
た
く
さ

ん
努
力
を
し
て
き
た
か
ら
。
元
々
、

心
配
性
で
緊
張
し
や
す
く
、
完
璧

主
義
な
私
は
、
緊
張
し
な
い
た
め

に
も
、
人
一
倍
練
習
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
本
番
は
全
く
緊
張
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

― 

ト
ッ
プ
5
と
な
っ
た
決
め
手
は

　
バ
レ
エ
で
培
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
力
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

体
幹
以
外
に
も
、
努
力
の
仕
方
や

目
標
の
立
て
方
が
自
然
と
身
に
付

い
て
い
ま
し
た
。

　
あ
と
は
家
族
や
友
人
な
ど
の
支

え
。
大
会
前
日
は
、
父
か
ら「
あ

な
た
は
銀
河
一
美
し
い
で
す
。
張

り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

か
け
が
え
の
な
い
出
会
い

― 

大
会
で
得
た
も
の
は

　
挫
折
に
よ
っ
て
嫌
い
に
な
り
か

け
た
バ
レ
エ
で
し
た
が
、
向
き
合

い
方
を
変
え
る
こ
と
で
、
新
た
な

夢
に
出
会
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
の
出
場
者
た
ち
と
出
会
い
、

バ
レ
エ
と
い
う
枠
か
ら
飛
び
出
し

て
、
自
分
の
中
に
な
か
っ
た
新
た

な
考
え
に
た
く
さ
ん
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
し
か
応
援

し
合
え
る
関
係
と
な
り
、
今
で
も

連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。

― 

こ
れ
か
ら
の
夢
は

　
健
康
的
な
美
し
さ
を
、
レ
ッ
ス

ン
な
ど
を
通
し
て
発
信
し
て
い
き

た
い
で
す
。
本
当
の
美
し
さ
は
容

姿
だ
け
で
は
な
く
、
食
事
や
心
な

ど
内
側
か
ら
生
ま
れ
る
美
し
さ
も

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
大
会
な
ど
で
結
果

を
残
し
て
、
よ
り
多
く
の
こ
と
を

説
得
力
を
持
っ
て
伝
え
ら
れ
る
存

在
に
な
り
た
い
で
す
。

― 

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
皆
さ
ん

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
目
標
や
夢
が
あ
る
こ
と
は
、
と

て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し

い
く
ら
い
。
し
か
し
、
時
に
は
叶

わ
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

▲15㎝のヒールを履いてウォーキング

夢サポート

春日神社
　春日の地名の由来になったといわれる春日神社。国の重要無形民俗文化財に
指定された「春日の婿押し」など、多くの伝統行事が行われています。
　松本さんにとって、春日神社は安心する特別な場所。大会期間中、毎朝春日
神社まで行き、結果を残せるようお祈りしていたそうです。

せ
ん
。
叶
わ
な
く
て
も
、
今
ま
で

や
っ
て
き
た
こ
と
は
自
分
の
人
生

の
軸
と
な
り
、
色
と
な
り
、
大
き

な
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で

す
。
今
は
、
目
の
前
に
あ
る
目
標

に
向
か
っ
て
全
力
で
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
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放課後児童クラブ（学童保育）
令和7年度通年入所および春季季節入所の受け付けを開始します

持ち込みできない期間があります
クリーン・エネ・パーク南部

意見を募集します（パブリックコメント）
春日市景観計画

　次の期間は定期点検のため、燃えるごみの自己
搬入ができません。
期間　令和7年1月13日㈪・㈷〜26日㈰
※期間中に引っ越しなどで多量にごみを出す場合

は、各地区のごみ収集担当業者にごみの収集を
依頼してください（有料）。

※各地区のごみ収集担当業者は、ごみ出しカレン
ダーや市ウェブサイト（ 1001178）を見てくだ
さい。

　市は、良好な景観の保全・形成を図ることを目的
として、景観計画の策定を進めています。
　この計画（案）を公表し、意見を募集します。
対象　市に居住、または通勤・通学する人
公開開始日　12月27日㈮
公表場所　市ウェブサイト、情報公開コーナー（市

役所１階）、都市計画課窓口（市役所３階）
提出方法　12月27日㈮〜令和７年1月27日㈪（必

着）に郵便、窓口、ファクス、Eメールのいずれか
で計画名、意見、住所（または通勤・通学先）、
氏名、電話番号を記入し提出する

※提出された意見は、計画策定における検討材料と
し、意見の概要および計画書への反映内容を後
日公表する予定です。

問い合わせ先  環境課ごみ減量担当
☎（584）1124　F（584）1147　  1004762

　入所を希望する人は、申請書に必要書類を添付し、
期間内に申し込んでください。
利用要件

▽通年入所　児童の保護をする人が1日4時間以上（午
後2時〜4時の時間帯を含む）家庭にいない日が、月
に16日以上（日曜日を除く）ある世帯

▽季節入所　児童の保護をする人が1日4時間以上家
庭にいない日が、月に16日以上（日曜日を除く）ある
世帯

申請方法　令和7年1月14日㈫〜2月1日㈯（必着）に申
請書を提出する（郵送可）

申請書配布・提出場所

▽各クラブ

▽市放課後児童クラブ事務局（以下、事務局）
※申請書は事務局ウェブサイトでも入手できます。

○入所説明会
　　初めてクラブを利用する人は、説明会に参加して

ください。詳しくは、事務局ウェブサイトまたは地域
教育課窓口や各保育園などで配布する案内を見てく
ださい。

　期日　令和7年1月11日㈯、18日㈯
　時間　午前10時〜、午後2時〜
　場所　各クラブ
　申込方法　電話で各クラブに希望の日時を伝える

申込・問い合わせ先  市放課後児童クラブ事務局（〒816-0863須玖
南4-27フォーサイト須玖南R・SCoMo1階）
☎（558）7626（F兼用）（月〜土曜日の午前10時〜午後6時）

 1001532

提出・問い合わせ先  都市計画課計画担当（〒816-8501春日市役所）
☎（584）1111㈹　F（584）1143　  1015292

 tosi@city.kasuga.fukuoka.jp

▲事務局ウェブサイト

▲クリーン・エネ・パーク南部
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市ウェブサイトからページ番号で検索

早めに申請してください
児童手当制度改正に伴う手続き

住民票などの不正請求の抑止に
事前登録型本人通知制度

令和7年4月1日開始
JR運賃の精神障害者割引制度

申請を受け付けています
小・中学校就学援助

　令和6年10月から児童手当の制度改正が実施さ
れ、支給対象児童などが拡大されています。
　これに伴い、手続きが必要となる場合があります。
詳しくは市ウェブサイトを見てください。
申請期限　令和7年3月31日㈪
申請方法　郵便または窓口で申請する
※郵便の場合は、市ウェブサイトから申請様式をダ

ウンロードする必要があります。マイナポータル
から電子申請もできます。

　市が住民票などを代理人や第三者に交付した場
合に、事前に登録した人に対して交付の事実を知ら
せる「事前登録型本人通知制度」を実施しています。
　この制度を利用することで、住民票などの不正請
求の早期発見や抑止が期待できます。
※第三者からの請求時に、交付を拒否する制度で

はありません。
対象　市に住民登録または本籍がある人（過去に登

録などがあった人を含む）
通知対象となる証明書　住民票や戸籍に関する証

明書など
申請できる人　本人、その法定代理人および委任

状を持参した任意代理人
申請方法　郵便または窓口で申し込む
必要書類　本人通知制度登録申請書、本人確認書

類
※法定代理人による申請の場合は、法定代理人の

資格を証明する書類と法定代理人の本人確認書
類が必要です。

※任意代理人による申請の場合は、委任状と代理
人の本人確認書類が必要です。

※申請書は、市ウェブサイトか窓口で入手できます。

　割引を受けるためには、精神障害者保健福祉手
帳の備考欄に、「旅客鉄道株式会社等旅客運賃減額　
第一種（または第二種）」の表記が必要です。
　市で手帳に記載しますので、窓口で手続きをして
ください。
　なお、手帳に顔写真が貼付されていない場合は
割引が受けられません。
※割引内容や割引切符の購入方法については、ＪＲ

窓口で問い合わせてください。

　受給要件や申請方法など、詳しくは市ウェブサイ
トを見てください。
　
○就学援助（ 1001725）
　　市立の小・中学校に在籍する児童生徒の保護

者で一定の要件を満たす世帯に、学校給食費、
学用品費などを援助しています。随時申請を受
け付けていますので、希望する保護者は申請して
ください。

　
○新入学児童生徒学用品費入学前支給
　（ 1001726）
　　令和７年４月に市立の小学校に入学予定の児童

の保護者で就学援助の受給要件を満たす人は、
事前に申請し、認定を受けることで新入学児童生
徒学用品費を入学前に受け取ることができます。

　受付期間　令和7年1月6日㈪〜2月28日㈮
　受付時間　午前8時30分〜午後5時
　※申請書は、市ウェブサイトか窓口で入手できま

す。

申請・問い合わせ先  こども未来課児童給付担当（〒816-8501春
日市役所）
☎（584）1111㈹　F（584）1115　  1001539

申請・問い合わせ先  市民課受付戸籍担当（〒816-8501春日市役所）
☎（584）1111㈹　F（584）1141　  1000847

 　　　　　　　福祉支援課障がい福祉担当
☎（584）1111㈹　F（584）1154

申請・問い合わせ先  学校教育課学校保健担当（〒816-8501春日
市役所）
☎（584）1129　F（584）1153

問い合わせ先
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市ウェブサイトからページ番号で検索

知っていますか
国民年金制度への任意加入

　国民年金制度への加入対象者は、日本国内に住民登
録がある20歳以上60歳未満の人ですが、60歳以上の
人や国外に居住する人でも、要件を満たすと、任意で
国民年金制度に加入できます。任意加入し、保険料を
納付することで、老齢基礎年金の受給額が増えます。

○60歳以上の任意加入
　対象　日本国内に住所を有する60歳以上65歳未満

で、次の要件を全て満たす人
　要件
　 ▽老齢基礎年金を繰り上げ受給していない
　 ▽20歳以上60歳未満の保険料の納付月数が480月

（40年）未満である
　 ▽免除や納付猶予、学生納付特例などの期間がある
　 ▽加入時に、厚生年金保険や共済組合の被保険者で

ない
　納付方法　原則として口座振替
　※申し出によりクレジットカード納付もできます。　
　※保険料をまとめて支払うと割引が適用されます（前

納制度）。

○海外居住者の任意加入
　対象　国外に居住し、日本国籍を有する20歳以上

65歳未満で次の要件を全て満たす人
　要件
　 ▽老齢基礎年金を繰り上げ受給していない
　 ▽20歳以上60歳未満の保険料の納付月数が480月

（40年）未満である
　 ▽加入時に厚生年金保険や共済組合の被保険者およ

び第３号被保険者でない
　※国外へ転出後に加入する場合は、最後に住民票が

あった市町村を管轄する年金事務所で手続きして
ください。

　納付方法
　 ▽日本国内の預貯金口座からの口座振替
　 ▽クレジットカード納付
　 ▽日本国内にいる親族などの協力者が代わりに納付

書で納付
　※保険料をまとめて支払うと割引が適用されます（前

納制度）。

必要書類

▽マイナンバーカードまたは基礎年金番号の分かるも
の

▽顔写真付きの本人確認書類
※マイナンバーカードがある場合は省略できます。

▽納付方法登録に必要なもの
　 ▼口座振替納付：預貯金通帳および金融機関などへ

の届出印
　 ▼クレジットカード納付：クレジットカード（本人または

配偶者以外のクレジットカードを使用する場合は、
「国民年金保険料クレジットカード納付に関する同
意書」（日本年金機構指定様式）が必要）

▽海外居住者の任意加入の場合：国内協力者の住所・
氏名・連絡先が必要

▽代理の場合：委任状および代理人の本人確認書類
※委任状およびクレジットカード納付の同意書は日本年

金機構のウェブサイトから印刷するか、年金事務所
または市役所で入手できます。

注意事項

▽申し出のあった月からの加入となり、遡って加入する
ことはできません。

▽ 将来の受給見込み額の試算は市役所ではできませ
ん。50歳以上で試算を希望する人は、年金事務所（お
客様相談室）に予約し相談してください。なお、年金
事務所（国民年金課）で任意加入の手続きが可能です
ので、見込み額の相談時に必要書類を持参してくだ
さい。

※国民年金保険料の額は毎年4月に変わります（令和6
年度：16,980円）。

※詳しくは問い合わせてください。

年金

申請・問い合わせ先  

▽南福岡年金事務所（国民年金課）（〒815-8558福岡市南区塩
原3-1-27）
☎（552）6112（自動音声案内②→②を押す）
F（541）7649

▽市民課年金担当
☎（584）1111㈹
F（584）1141　  1009499

市報かすが
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地区の垣根を越えて意見を聞く

出前トーク「市長と語る」（全体トーク）を開催

　11月10日、ふれあい文化センターで、各地区で
夜間に開催する出前トーク「市長と語る」に参加する
ことができない人などを対象に、市内全地区を対象
とした「全体トーク」を開催しました。
　参加者からは、市が目指す方向性や、独居高齢
者などへの見守り、環境問題に対する取り組みなど
についての質問や提案があり、今後の市政の参考
となる活発な意見交換会となりました。

▲井上市長に質問をする参加者

明治安田生命保険相互会社福岡支社から寄付

寄付金受領および感謝状贈呈式

　11月21日、同支社から市へ618,600円の寄付
を受けました。これは、同会社がより豊かな地域社
会づくりのために行う活動の一環で、「私の地元応
援募金」として従業員から集めた募金も含まれてい
ます。
　同支社長の一

いちのせたかひと

瀬隆仁さんから「地元の皆さんに元気
になってほしい」と目録が手渡され、井

いの

上
うえ

市長は「市民
の健康増進などに活用します」と感謝を述べました。

▲一瀬支社長と市長（左）

見て、聞いて、体験して考えよう
★表紙関連

春日市環境フェア開催

　11月17日、市役所で環境フェアを開催しました。
ワンヘルスや３

スリーアール

Ｒ、食の循環など、さまざまなテー
マごとに多数のブースが出展され、延べ5,760人
が来場しました。
　使わなくなったおもちゃを他のおもちゃと交換する

「かえっこバザール」では、子どもたちが両手いっぱ
いにおもちゃを抱え、うれしそうに持って帰っていま
した。

▲新しいおもちゃを探す子どもたち

えきサイト！春日原オータムフェス

高架下トンネルマルシェ

　11月9日、西鉄春日原駅南側の高架下で、春日
原駅周辺地域の活性化を目的として、秋祭りイベン
トが開催されました。春日原商店会や春日原地区自
治会で構成する「ネクスト春日原」などが主催したも
のです。
　高架下200メートルの間に飲食、雑貨、アートな
ど約90店舗が出店。お笑いやダンスなどのステー
ジイベントも開催され、大勢の人でにぎわいました。

▲活気あふれるマルシェ

市報かすが
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情
報
ひ
ろ
ば

☎
電
話
番
号
　
F
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ペ
ー
ジ
番
号
で
検
索

子
育
て
中
の
女
性
の
た
め
の

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー（
無
料
）

　
仕
事
に
お
け
る
条
件
の
整
理
や
、
求
人
票

を
見
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
、
応
募
書
類
の
書
き

方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
５
歳
、

１
人
３
０
０
円
、
定
員
８
人
、
令
和
７
年

１
月
10
日
㈮
ま
で
に
要
申
込
）。

日
時　
令
和
７
年
１
月
23
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
令
和
７
年
１
月
22
日
㈬
正
午
ま

で
に
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー
じ
ょ

な
さ
ん

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

１
０
１
５
１
１
３

大
人
の
た
め
の
絵
本
セ
ラ
ピ
ー
R

か
す
が
家
庭
教
育
学
級
子
育
て
講
座

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
自
分
の

思
い
を
感
じ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
を

楽
し
ん
だ
り
し
ま
せ
ん
か
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
就
学

前
、
１
人
３
０
０
円
、
定
員
５
人
、
令
和

７
年
１
月
10
日
㈮
ま
で
に
要
申
込
）。

対
象　
市
に
居
住
す
る
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
が
い
る
保
護
者

日
時　
令
和
７
年
１
月
25
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
大
会

議
室

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
令
和
７
年
１
月
17
日
㈮
ま
で
に

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
年
間
を
通
し
て
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育
課
地
域

教
育
担
当

☎（
９
８
１
）０
１
０
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

syakai

＠city.kasuga.fukuoka.jp

１
０
０
８
３
６
８

技
能
取
得
の
た
め
の

職
業
訓
練
講
習

　
詳
し
く
は
福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。

内
容
・
日
時

①
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
２
日
で
マ
ス
タ
ー

　
令
和
７
年
２
月
22
日
㈯
、３
月
１
日
㈯（
全

２
回
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

②
Ｅエ

ク

セ

ル

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
中
級
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
実
務

関
数

　
令
和
７
年
３
月
２
日
㈰
、
９
日
㈰
、
16
日

㈰（
全
３
回
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

③
Ｐフ

ォ

ト

シ

ョ

ッ

プ

ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

　
令
和
7
年
３
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23

日
の
日
曜
日（
全
４
回
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

④
Ｉイ

ラ

ス

ト

レ

ー

タ

ー

ｌ
ｌ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ

　
令
和
7
年
３
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23

日
の
日
曜
日（
全
４
回
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所

▽
①
・
④　
福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル（
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
２
－
９
－
28
）

▽
②
・
③　
同
協
会（
福
岡
市
東
区
千
早
５

－
３
－
１
）

参
加
費

▽
①
・
②　
１
８
０
０
０
円

▽
③
・
④　
２
４
０
０
０
円

定
員　
各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
協
会

☎（
６
７
１
）６
８
３
１

F（
６
７
２
）２
１
３
３

保
健
師
が
応
じ
ま
す

健
康
相
談
会（
無
料
）

　
健
診
の
結
果
で
気
に
な
る
こ
と
、
健
康
に

関
す
る
不
安
や
健
康
づ
く
り
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
一
人
一
人
に
合
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
方

法
を
一
緒
に
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時

▽
12
月
22
日
㈰
、
26
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
15
分

▽
12
月
23
日
㈪
、
令
和
７
年
１
月
16
日
㈭
、

17
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
３
時
45
分

※
相
談
時
間
は
45
分
程
度
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ 

申
込
方
法　
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
１
７
８
８

健
康

H
ealth

講
演・講
座

Lecture

・

C
ourse

▲市ウェブサイト

▲市ウェブサイト
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情報ひろば

元
気
で
長
生
き
す
る
方
法
を
学
ぶ

75
歳
か
ら
の
健
康
講
座（
無
料
）

日
時　
令
和
７
年
１
月
15
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
指
導
室

内
容　
保
健
師
に
よ
る
講
話「
高
齢
期
か
ら

始
め
る
健
康
づ
く
り
」

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込
方
法　
令
和
７
年
１
月
８
日
㈬
ま
で
に

窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

冬
季
は
血
液
が
不
足
し
ま
す

４
０
０
ml
全
血
献
血
に
協
力
を

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献
血
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は
長
期
間
に
わ

た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
血

液
を
必
要
と
す
る
人
へ
安
定
し
て
血
液
を
届

け
る
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
、
献
血
に
は
一

定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

期
日
・
場
所

▽
12
月
23
日
㈪

　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
ロ
ビ
ー

▽
12
月
27
日
㈮

　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

※
初
め
て
献
血
を
す
る
人
は
、
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。
服
用
中
の
薬
が
あ
る
場

合
は
、
お
薬
手
帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
献
血
推
進
協
議
会（
市

福
祉
支
援
課
内
）

☎（
９
８
１
）０
１
１
８

F（
５
８
４
）１
１
４
２

１
０
０
１
９
３
７

　
令
和
６
年
度
出
前
ト
ー
ク「
市
長
と
語
る
」

の
意
見
の
一
部
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
回

答
を
紹
介
し
ま
す
。

意
見　
春
日
市
は
治
安
が
比
較
的
良
い
ま
ち

だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
空
き
巣
が
増
え
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
心
配
し
て
い
る
。

市
と
し
て
対
策
を
し
て
い
た
ら
教
え
て
ほ

し
い
。（
春
日
公
園
）

市
の
回
答　
市
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

で
は
、
春
日
警
察
署
か
ら
の
情
報
提
供
に

よ
る
不
審
者
情
報
を
で
き
る
限
り
早
く
配

信
し
、
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
治
会
な
ど
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て

防
犯
に
関
す
る
職
員
出
前
講
座
な
ど
を

行
っ
た
り
、
警
察
か
ら
の
注
意
喚
起
の
チ

ラ
シ
の
回
覧
依
頼
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

１
０
０
１
４
１

６
）で
も
、
住
宅
対
象
侵
入
盗
に
つ
い
て

具
体
的
な
対
策
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
担

当
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

１
０
０
２
５
１
３

協
力
し
て
く
だ
さ
い

２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　
農
林
業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
な
ど
、

基
本
構
造
の
実
態
と
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
12
月
中
旬
以
降
、
調
査
員
が
訪
問
し
、
調

査
票
の
配
布
・
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、
協

力
を
お
願
い
し
ま
す（
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
も

可
能
）。

対
象　
農
林
業
を
営
む
全
て
の
農
家
、
林
家
、

法
人

回
答
期
限　
令
和
７
年
２
月
末

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
５
３

問い合わせ先　安全安心課防犯防災担当
☎（584）1111㈹　F（584）1143

　道路交通法の改正により、11月から、自転車運転
に関する罰則が新設・強化されました。

▽ながら運転（ながらスマホ）
　自転車運転中に、スマートフォン（スマホ）などで
通話したり、画面を注視したりする行為が禁止され、
新たに罰則の対象となりました。違反した場合は6
カ月以下の懲役または10万円以下の罰金が科され
ます。

▽酒気帯び運転、ほう助
　自転車の酒気帯び運転も罰則の対象となり、3
年以下の懲役または50万円以下の罰金が科されま
す。
　また、飲酒運転の恐れがある人への酒類の提供、
自転車の提供や同乗も罰則の対象です。

　県内では年間3,000件を超える自転車関連事故が
発生しています。自転車は大変便利なものですが、
使い方を誤ると、重大な事故につながる恐れがありま
す。自転車が「車両」であることを認識し、ルールを守っ
て安全に利用しましょう。

自転車の危険な運転は罰則の対象

福
祉

W
elfare

そ
の
他

O
thers

市報かすが
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vol.11

共に創る博物館（
奴国ラボ）

　食塩の過剰摂取は高血圧の要因となります。
　県は、20歳以上の県民の約２人に１人が高血圧という現状を踏まえ、スマートにソルトを使
う減塩プロジェクト「TRY！スマソる？」を実施しています。その一環として開催された令和5年の
レシピコンテストで、市食生活改善推進員のレシピが入賞しました。そのレシピを家庭でも作
りやすい材料で紹介します。梅シソの酸味を利用して、おいしい減塩レシピを作ってみませんか。

ひとコマひとコマ
vol.29

「TRY！スマソる？」入賞レシピ

「とり肉ミンチの梅シソ」入りつくね

塩分：0.3g（１人当たり）

▲市ウェブサイト

　

資
料
館
や
博
物
館
と
い
う
と
、

一
部
の
専
門
家
が
調
査
･
研
究
し

た
最
新
の
成
果
を
展
示
す
る
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
も
一
つ
の
側
面
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
考
古
学
や
博
物
館
は
、

地
域
の
人
々
と
共
に
調
査
・
研
究

し
、
創
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
で
は
、
昨

年
か
ら
月
１
回
程
度
、
中
学
生
を

対
象
と
し
た「
奴
国
の
丘
研
究
所

（
奴
国
ラ
ボ
）」を
開
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
参
加
者
を
研
究
員
と

呼
び
、
自
分
た
ち
で
地
域
の
文
化

財
や
歴
史
を
調
べ
、
自
分
た
ち
の

手
に
よ
る
展
示
公
開
を
目
標
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
奴
国
ラ
ボ
の
始
ま
り
は
、
令
和

５
年
度
の
考
古
企
画
展「
わ
た
し

た
ち
の
須
玖
遺
跡
群
」で
し
た
。
こ

の
展
示
の
中
で
、
春
日
北
中
学
校

の
生
徒
が
、
展
示
の
一
部
を
担
当

し
ま
し
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
令

和
３
・
４
年
度
に
春
日
北
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド（
須
玖
坂
本
Ｂ
遺
跡
）

で
の
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
と
発
掘

調
査
を
体
験
し
た
生
徒
も
お
り
、

掘
り
出
し
た
遺
跡
に
関
連
す
る
も

の
を
自
分
た
ち
で
調
べ
、
展
示
し

ま
し
た
。

　
資
料
館
の
職
員
が
用
意
し
た
体

験
講
座
と
違
い
、
自
分
た
ち
で
調

べ
て
ま
と
め
る
の
は
と
て
も
大
変

で
す
。
歴
史
の
年
表
を
覚
え
て
書

き
写
す
の
で
は
な
く
、
主
体
的
に

さ
ま
ざ
ま
な
本
を
読
ん
で
ま
と
め

た
り
、
も
の
に
残
っ
た
痕
跡
を
読

み
解
く
の
も
初
め
て
の
体
験
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。
今
年
は
、
夏
休
み

に
他
の
博
物
館
に
も
見
学
に
行
き
、

さ
ら
に
視
野
を
広
げ
て
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
成
果
と
し
て
、
時
代
を
制

限
せ
ず
、
彼
ら
が
興
味
を
持
っ
た

遺
物
を
、
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

の
特
別
展
示
室
で
公
開
中
で
す

（
令
和
７
年
１
月
７
日
㈫
ま
で
）。

弥
生
時
代
の
墓
に
使
わ
れ
た
大
き

な
甕か

め
か
ん棺（
①
）や
、
煮
炊
き
に
使
っ

た
煤す

す

の
つ
い
た
土
器（
②
）、
古
墳

時
代
の
鏡（
③
）、
須す

え

き
恵
器
の
子
持

壺
と
器
台（
④
）を
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
彼
ら
の
成
果
を
見
て
、

「
共
に
創
る
博
物
館
」に
思
い
を
は

せ
て
く
だ
さ
い
。

▲研究員の選んだ展示物（②〜④） ▲展示する甕棺（①）を選ぶ研究員

問い合わせ先　健康課健康づくり担当
☎（５０１）１１３４　F（５０１）１１３５　 1006258

市ウェブサイトに
も掲載していま
す。① 豆腐を水切りする。

② 梅シソは軽くしぼって刻む。キクラゲは水で戻して千切りにする。玉ネ
ギはみじん切りにする。

③ 鶏ひき肉と①②をボウルに入れ、よく混ぜ合わせる。
④ 食べやすい大きさに成形し、フライパンで焼く。片面に焼き色がついた

らひっくり返し、火を弱めてふたをし、中まで火を通す。

作り⽅
● 鶏ひき肉：200g
● 梅シソ：4枚
● キクラゲ：1g
● 玉ネギ：50g
● 豆腐：150g

材料（４人分）

武武
たけすえたけすえ

末末  純純
じゅんいちじゅんいち

一一 名誉館長 名誉館長
（福岡大学名誉教授）（福岡大学名誉教授）

問い合わせ先　文化財課整備活用担当　☎（５０１）１１4４　F（５73）１077

市報かすが
令和6年12月15日 10



※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

さ
ん
ぽ
み
ち

 相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

高齢者の介護や福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●市南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
●市東地域包括支援センター　☎（404）0310　F（404）0225

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時、土曜日：午前8時30分〜午後
0時30分
人　権

●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
第1火曜日（6月を除く）：午前10時〜午後３時/市役所市民相談室

（予約不要）
●福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時15分/福岡法務局筑紫支局
法律・生活・行政など ※祝日、年末年始は除きます。

●市無料法律相談　☎（584）1148（予約受付のみ）
第3水曜日：午前10時〜午後４時/市役所市民相談室

（第2水曜日午前9時以降の平日に電話予約、先着15人）
●市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）

月〜金曜日：午前10時〜午後0時15分、午後1時〜４時/じょなさん
●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　☎（515）2098  F（581）7258

月〜金曜日（土・日曜日は要相談）：午前８時30分〜午後５時/市社
会福祉センター

●定例行政相談　☎（584）1111㈹（面談相談のみ）
第4火曜日：午前10時〜午後３時/市役所市民相談室（予約不要）

妊娠出産・子育て・子どもの悩み、児童福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市こども家庭センター　☎（584）1015　F（501）0051

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/いきいきプラザ1階
●市子ども発達支援室　☎（588）5150　F（501）0051

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/いきいきプラザ1階
●児童虐待相談　児童相談所全国共通☎189（いちはやく）
●県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日：午前9時〜午後5時、土曜日および第1・3日曜日：午前
9時〜午後4時/ひとり親サポートセンター春日センター
暴力・DV・セクハラの相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
月・水〜金曜日：正午〜午後７時、土曜日：午前10時〜午後５時
障がいに関する相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市障がい者基幹相談支援センター　☎（584）1111㈹　F（584）1154
月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時 ※緊急時は時間外も対応します。
不安・悩みごと

●心配ごと相談（暮らしの問題や悩み）　☎（581）7225
水曜日：午後１時〜４時/市社会福祉センター

●福岡いのちの電話　☎（741）4343　※24時間受付、匿名可です。
インターネット相談（ http://www.inochinodenwa-net.jp)

受
信
設
定
お
願
い
し
ま
す

　
春
日
市
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
導
入
し
、
４
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
友
だ
ち
登
録
者
数
は
人

口
の
半
分
を
超
え
て
お
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
市
の
情
報
を
収
集
す

る
手
段
と
し
て
、
今
や
市
報
に
次

ぐ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
▼
と
こ

ろ
で
皆
さ
ん
、
友
だ
ち
登
録
後
の

受
信
設
定
は
お
済
み
で
す
か
。
し

ば
し
ば
、
市
か
ら
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
配

信
が
届
か
な
い
と
い
う
問
い
合
わ

せ
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
▼

市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で

は
、
画
面
下
部
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
随
時
、
市
か
ら

の
お
知
ら
せ
を
受
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
希

望
す
る
情
報
の
受
信
設
定
が
必
要

で
す
。
実
は
、
友
だ
ち
登
録
者
の

う
ち
３
分
の
２
以
上
の
人
が
、
こ

の
設
定
を
行
わ
な
い
ま
ま
と
な
っ

て
い
ま
す
▼
基
本
メ
ニ
ュ
ー
右
下

の「
受
信
情
報
設
定
」か
ら
簡
単
に

登
録
で
き
ま
す
の
で
、
一
度
ご
確

認
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
設
定
し
て
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
㋴

内
う ち だ

田 早
さ え

咲ちゃん（３歳）

横
よこやま

山 陽
ひ な た

大ちゃん（１歳）

戸
と べ た

部田 篤
あ つ き

希ちゃん（３歳）

西
にしむら

村 悠
ゆう

ちゃん（１歳）

福
ふくなが

永 紗
さ な

菜ちゃん（１歳）

石
いしもと

本 愛
え ま

茉ちゃん（１歳）

宮
みやがわ

川 琴
こ と な

凪ちゃん（１歳） 松
まつざき

嵜 千
ち か

佳ちゃん（１歳） 木
き む ら

村 百
も も か

花ちゃん（１歳）

12月

Eメールで、タイトルを「お誕生日おめでとう」、本文に赤ちゃんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて、写真（できればファイル
名は赤ちゃんの名前）を添付して送ってください。郵送の場合は、写真の
裏に必要事項を書いて送ってください。
令和7年1月１５日㈬までの到着分から抽選（応募多数の場合）で決定します。

【送り先】市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816ｰ8501春日市役所）
koho@city.kasuga.fukuoka.jp　※写真は返却できません。

2月生まれの赤ちゃん募集（3歳まで）

市報かすが
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こ
の
印
刷
物
は
、
印
刷
用
の

紙
へ
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。

詳しくは、各施設に問い合わせてください。

令
和

6年
12月

15日
号

  №
1275

年末年始の休みをお知らせします

○ごみ収集休み
　12月31日㈫〜令和7年1月3日㈮
　振替収集日
　 ▽燃えるごみ
　　 ▼12月31日㈫→12月30日㈪に振替
　 ▽陶器・金属類
　　 ▼令和7年1月1日㈬・㈷→1月5日㈰に振替
　　 ▼令和7年1月2日㈭→1月6日㈪に振替
　　 ▼令和7年1月3日㈮→1月7日㈫に振替
　※地区によって、ごみ出し日は異なります。ごみ出
し日が分からない場合は、令和６年度版ごみ出し
カレンダー（ 1001192）を見てください。

問い合わせ先　環境課ごみ減量担当　☎（584）1111㈹　F（584）1147　 1001162

○し尿収集休み
　12月28日㈯〜令和7年1月5日㈰

○浄化槽清掃休み
　12月28日㈯〜令和7年1月5日㈰

○自己搬入休み
　 ▽春日大野城リサイクルプラザ
　　12月28日㈯〜令和7年1月5日㈰
　 ▽クリーン・エネ・パーク南部
　　令和7年1月1日㈬・㈷〜3日㈮
　　※12月31日㈫の持ち込みは午後３時までです。

ごみ・し尿の収集などの休み

：休み（通常の休館日を含む）

施設名 電話番号
12月 令和7年1月

25日
㈬

26日
㈭

27日
㈮

28日
㈯

29日
㈰

30日
㈪

31日
㈫

1日
㈬

2日
㈭

3日
㈮

4日
㈯

5日
㈰

6日
㈪

市役所 （584）1111㈹

西出張所 （501）1133

いきいきプラザ （501）1134

いきいきプラザ（貸館利用） （501）1134

福祉ぱれっと館 （575）2223

男女共同参画・消費生活センター
「じょなさん」 （584）1201

総合スポーツセンター （571）3234

温水プール （915）3500

北スポーツセンター （592）3600

西野球場 （571）3234

学校開放施設 （571）3247

ふれあい文化センター （584）3366

市民図書館 （584）4646

白水大池公園星の館 （983）7755

奴国の丘歴史資料館 （501）1144

のぼり窯体験広場 （501）1144

ナギの木苑 （595）0513

市の施設の休館など


